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■議決の結果及び内容（詳しくは町ＨＰの会議録をご覧下さい。図書館でも閲覧可能です。）  
 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

報告第２号 松茂町土地開発公社平成27年度事業計画及び予算並びに 27年６月８日 報  告  済
 平成26年度決算に関する書類の提出について
 ◆松茂町土地開発公社平成26年度収入支出決算及び平成27年度予算に
 ついての報告。

報告第３号 平成26年度松茂町一般会計繰越明許費繰越計算について 27年６月８日 報  告  済
 ◆次の各事業を平成27年度に繰越することの報告。
 　地方創生先行型事業　　　　　繰越額1,920万円
 　番号制度対応ステム改修事業　繰越額2,110万円
 　地域消費喚起型事業　　　　　繰越額1,560万円
 　都市計画基礎調査分析事業　　繰越額     30万4千円
 　合併浄化槽整備事業　　　　　繰越額   137万4千円
 　民間建築物耐震化支援事業　　繰越額   813万3千円
 　消火栓設置事業　　　　　　　繰越額   122万6千円

報告第４号 平成26年度松茂町水道特別会計予算繰越計算について 27年６月８日 報  告  済
 ◆次の事業を平成27年度に繰越することの報告。
 　空港線西延伸に伴う配水管布設工事　繰越額3,382万円

報告第５号 平成26年度松茂町水道特別会計継続費繰越計算について 27年６月８日 報  告  済
 ◆次の事業を平成27年度に繰越することの報告。
 　上水道拡張事業（第１期）　　　　　繰越額2億9,130万4千円

報告第６号 専決処分の報告について 27年６月８日 報  告  済
 専決第２号　長原地区下水道工事その８変更請負契約締結
 　　　　　　について
 ◆変更後の契約金額:79,625,160円

 専決第３号　工業団地下水道工事その２変更請負契約締結 27年６月８日 報  告  済
 　　　　　　について
 ◆変更後の契約金額:119,203,920円

発議第７号 議員派遣の件 27年６月８日 原案可決

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 27年６月22日 承　　認
 専決第４号　松茂町税条例等の一部を改正する条例
 ◆地方税法の改正により個人住民税、軽自動車税など、本町税条例の関
 連部分を改正。

 専決第５号　松茂町国民健康保険条例の一部を改正する条例 27年６月22日 承　　認
 ◆国民健康保険法の改正により保健事業の規定について所要の改正。

 専決第６号　松茂町国民健康保険税条例の一部を改正する 27年６月22日 承　　認
 　　　　　　条例
 ◆国民健康保険法施行令の改正により、国民健康保険税の課税限度額
 及び軽減判定所得の見直及び地方税法の改正に伴い附則について所要の
 改正。

 専決第７号　子ども・子育て支援法第87条の規定による過 27年６月22日 承　　認
 　　　　　　料に関する条例の一部を改正する条例
 ◆子ども・子育て支援法施行令等の改正により所要の改正。

 専決第８号　平成26年度松茂町一般会計補正予算（第７号） 27年６月22日 承　　認
 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1億431万円を追加
 し、総額を56億8,404万3千円とする。
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 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

 専決第９号　平成26年度松茂町公共下水道特別会計補正予 27年６月22日 承　　認
 　　　　　　算（第５号）
 ◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,733万5千円を
 減額し、総額を5億2,332万7千円とする。

 専決第10号　平成26年度松茂町水道特別会計補正予算（第 27年６月22日 承　　認
 　　　　　　４号）
 ◆資本的収入の既定の総額から1,258万7千円を減額し、補正後の総額
 を3億6,035万2千円とし、資本的支出の既定の総額から1千万円を減額
 し、補正後の総額を4億8,460万9千円とする。

議案第39号 徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の 27年６月22日 原案可決
 減少に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更について
 ◆本年３月31日に徳島県市町村総合事務組合を組織する「板野郡西部
 学校給食組合」が解散したため規約を変更。

議案第40号 平成27年度松茂町一般会計補正予算（第１号） 27年６月22日 原案可決
 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ368万1千円を追加
 し、総額を61億5,568万1千円とする。

議案第41号 平成27年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第１号） 27年６月22日 原案可決
 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ20万円を追加し、
 総額を10億3,065万4千円とする。

議案第42号 平成27年度松茂町水道特別会計補正予算（第１号） 27年６月22日 原案可決
 ◆上水道拡張第２期事業の継続費の総額及び平成28年度の年割額を
 3,215万3千円増額補正する。

 委員会の閉会中の継続調査について 27年６月22日 原案可決
 ◆総務常任委員会、産業建設常任委員会、教育民生常任委員会、議会運
 営委員会、広報特別委員会及び地震・津波対策特別委員会は継続調査を
 行う。

追加議案

議案第43号 津波防災センタ－・中央庁舎建築工事請負契約締結について 27年６月22日 原案可決
 ◆契約金額：10億1,520万円
 　契約の相手方：西松建設株式会社　四国支店

議案第44号 伊沢裏地区排水ポンプ工事請負契約締結について 27年６月22日 原案可決
 ◆契約金額：7,020万円
 　契約の相手方：日建工業株式会社

議案第45号 総合体育館耐震改修工事請負契約締結について 27年６月22日 原案可決
 ◆契約金額：2億5,725万6千円
 　契約の相手方：大東興業株式会社

議案第46号 工業団地下水道工事その３請負契約締結について 27年６月22日 原案可決
 ◆契約金額：6,804万円
 　契約の相手方：株式会社多田組

議案第47号 工業団地下水道工事その４請負契約締結について 27年６月22日 原案可決
 ◆契約金額：8,996万4千円
 　契約の相手方：株式会社木内組
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佐
藤 

禎
宏 

議
員

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
松
鶴

苑
」
に
は
町
内
の
多
く
の
高

齢
者
の
方
が
集
い
、
入
浴
、
碁
・

将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
増
進

等
々
で
一
日
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
同
施
設
は
築

後
三
十
四
年
が
た
ち
、
老
朽
化
が

進
ん
で
き
た
た
め
、
今
般
、
町
で

は
改
修
す
る
予
定
と
聞
く
。
ど
の

よ
う
な
改
修
に
な
る
の
か
、
概
要

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た

カ
ラ
オ
ケ
機
器
、
健
康
増
進
器
具

等
の
備
品
を
こ
れ
を
機
会
に
利
用
者

の
要
望
を
聞
い
て
、
そ
の
更
新
・

増
設
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

老
朽
化
が
進
ん
だ
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
松
鶴
苑
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度

中
に
大
規
模
改
修
を
行
う
計
画
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
工
事
実
施

設
計
委
託
料
と
し
て
九
百
五
十
万

円
を
予
算
計
上
し
て
お
り
、
全
体

の
事
業
費
は
一
億
七
千
四
百
万
円

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

改
修
内
容
は
各
種
設
備
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
建
物
全
体
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
主
な
も
の
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
、
健

康
器
具
等
の
備
品
の
更
新
は
、
こ

れ
ま
で
も
随
時
し
て
き
ま
し
た
の

で
今
回
の
計
画
で
は
特
に
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
員
ご
要
望
の

と
お
り
、
今
後
と
も
利
用
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
随
時
更
新
・
配
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
、
日
本
全
体
で
さ
ま

ざ
ま
な
異
常
気
象
（
大
雨
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
等
）
に
よ
る

河
川
等
の
内
水
被
害
が
起
き
て
い

る
。
町
も
過
去
に
何
回
も
被
害
に

遭
っ
て
き
た
し
、
今
後
も
い
つ
被

害
に
遭
う
か
わ
か
ら
な
い
。
町
の

内
水
の
排
水
対
策
、
浸
水
対
策
は

ど
う
し
て
い
る
か
。
ま
た
今
後
、

今
以
上
に
内
水
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
も
、
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
は
ど

う
か
。町

内
の
市
街
化
区
域
に
都

市
下
水
ポ
ン
プ
場
三
カ
所
、

市
街
化
調
整
区
域
に
農
業
用
排
水

機
場
六
カ
所
で
、
水
路
の
水
位
を

調
整
す
る
な
ど
、
排
水
対
策
、
浸

水
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
二
十
三
年
の
台
風
被
害
を
機

に
平
成
二
十
四
、
二
十
五
年
度
に

市
街
化
調
整
区
域
の
排
水
計
画
を

策
定
し
、
こ
の
計
画
に
も
と
づ
き
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
松
鶴
苑
」
の
改
修
計

画
に
つ
い
て

1

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
計
画
に
つ
い
て

2

　

本
年
二
回
目
の
定
例
会
が
六
月
八
日
か
ら
二
十
二

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
当
た
る

六
月
十
二
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
、
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
た
め
の
施
設
や
公
共
工
事
に
関
す
る
質
問

が
集
中
し
ま
し
た
。
今
回
の
質
疑
応
答
が
今
後
、
自

然
豊
か
で
、
よ
り
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

議会会議録は
松茂町図書館に
配置してあります

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
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松
茂
町
の
公
共
工
事
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

1 今
年
度
は
排
水
ポ
ン
プ
の
更
新
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
現
在
の
と
こ
ろ
策
定
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
既
に
平
成
二

十
一
年
三
月
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し

て
い
ま
す
。
こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
百
年
に
一
度
の
大
雨
に

よ
る
河
川
洪
水
等
の
被
害
を
想

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
田 　

修 

議
員

公
共
工
事
の
品
質
の
確
保

を
図
り
つ
つ
、
工
事
の
担

い
手
の
確
保
・
育
成
の
観
点
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
担
い
手
三
法

（
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
、

建
設
業
法
、
公
共
工
事
入
札
契

約
適
正
化
法
）
の
改
正
が
昨
年

六
月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
動

き
を
受
け
、
町
が
ど
の
よ
う
に

公
共
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
以
下
の
点
を
質
問
し
た
い
。

⑴
入
札
制
度
に
つ
い
て
、
町
は
指

名
競
争
入
札
制
度
を
主
に
採
用

し
て
き
た
。
私
は
町
内
業
者
の

育
成
の
観
点
か
ら
も
、
本
町
程

度
の
自
治
体
で
は
、
こ
の
方
針

が
適
し
て
い
る
と
考
え
、
今
後

も
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
町
の
見
解
は
ど

う
か
。

⑵
今
年
度
発
注
予
定
の
町
庁
舎
の

改
築
工
事
（
約
十
億
円
規
模
）

や
浄
水
場
第
二
期
工
事
（
約
八

億
円
規
模
）
に
も
積
極
的
に
町

内
業
者
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
元
請
業
者
に
は
例
え
ば

下
請
工
事
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
で
町
内
業
者
を

優
先
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に

指
導
し
、
結
果
を
報
告
し
て
も

ら
う
な
ど
、
町
内
業
者
の
育
成

及
び
町
へ
の
経
済
効
果
波
及
を

推
進
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
町

の
取
組
方
針
は
ど
う
か
。

⑴
公
共
工
事
の
品
質
が
保
た

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
入

札
制
度
に
つ
い
て
は
、
議
員
と

同
様
に
町
内
業
者
の
育
成
の
観

点
か
ら
、
今
後
も
町
内
業
者
を

中
心
と
し
た
指
名
競
争
入
札

を
実
施
し
価
格
以
外
に
も
着
目

し
た
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入

札
を
維
持
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

⑵
議
員
ご
指
摘
の
両
工
事
に
つ
い

て
は
、
公
正
競
争
が
阻
害
さ
れ

ず
、
ま
た
工
事
の
品
質
が
劣
化

し
な
い
程
度
に
、
元
請
業
者
に

は
労
務
、
資
材
、
運
輸
等
の
関

連
業
種
に
つ
い
て
も
極
力
、
町

内
業
者
を
優
先
し
て
使
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
指
導
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
し
て
も
ら
う
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進

法
（
品
確
法
）
に
お
い
て

は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

た
め
、
適
正
な
予
定
価
格
を
設

定
す
る
た
め
、
設
計
金
額
か
ら

の
一
部
控
除
、
い
わ
ゆ
る
歩
切

り
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

て
い
る
が
、
町
の
対
策
状
況
は

ど
う
か
。

⑵
元
請
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
下
請

業
者
で
も
社
会
保
険
（
医
療
保

険
、
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
）

の
未
加
入
業
者
は
排
除
す
る
と

い
う
施
策
が
国
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

町
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

⑴
品
確
法
に
も
と
づ
き
、
本

町
で
は
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
、
歩
切
り
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

⑵
社
会
保
険
未
加
入
業
者
の
問
題

公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律

等
に
つ
い
て

2
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三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
松
茂
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で

す
。

　

条
例
改
正
の
主
な
内
容
は
、
一

点
目
が
個
人
町
民
税
で
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
特
例
控
除
額
の
上
限

を
（
所
得
割
額
を
一
割
か
ら
二
割

に
）
引
き
上
げ
る
こ
と
や
申
告
手

続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
の
特
例

制
度
の
創
設
で
す
。

　

二
点
目
が
、
個
人
住
民
税
に
お

け
る
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
措
置
の
対

象
期
間
を
一
年
半
延
長
す
る
も
の

で
す
。

　

三
点
目
が
、
軽
自
動
車
税
の
軽

自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
創

設
や
二
輪
車
等
に
係
る
税
率
引
き

上
げ
時
期
の
延
期
を
規
定
す
る
も

の
で
す
。

　

四
点
目
が
、
地
方
た
ば
こ
税
率

の
見
直
し
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
正
に
係
る
施
行

期
日
に
つ
い
て
は
、
附
則
に
お
い

て
別
途
指
定
の
あ
る
も
の
以
外
は
、

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
を
施
行

期
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・

事
業
の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正

と
執
行
残
に
よ
る
不
用
額
を
減
額

補
正
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
歳
入
増
加
分
と
歳
出
不

用
額
を
財
政
調
整
基
金
及
び
生
活

環
境
整
備
基
金
に
積
み
立
て
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

に
、
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
「
板
野
郡
西
部
学

校
給
食
組
合
」
が
解
散
し
た
た
め
、

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
を
定

め
る
こ
と
に
つ
き
、
地
方
自
治
法

第
二
百
九
十
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
三
百
六
十
八
万
一
千

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
十
一
億
五
千

五
百
六
十
八
万
一
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
の
総
務
費
県
委
託
金
で
十

七
万
五
千
円
の
増
額
補
正
は
、
国

勢
調
査
委
託
金
の
追
加
交
付
分
で
、

繰
越
金
は
こ
の
た
び
の
補
正
の
一

般
財
源
と
し
て
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
の
国
勢
調
査
費
で
二
十
二

万
九
千
円
増
額
補
正
は
、
歳
入
の

追
加
交
付
分
に
対
す
る
必
要
な
経

費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

○
そ
の
他
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
、
他
市
町
村
に
お
い
て
通
知

書
の
圧
着
ミ
ス
に
よ
り
、
圧
着
力

が
強
く
て
開
封
時
に
内
容
が
読
み

取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
生

じ
た
よ
う
だ
が
、
松
茂
町
は
問
題

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

  
常
任
委
員
会

 

　

 
委
員
長
レ
ポ
ー
ト

　

第
二
回
定
例
会
に
お
け
る

委
員
長
報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
各
会
計
の
補
正
総
額
等
は
、

議
決
の
結
果
及
び
内
容
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

森
谷　

靖

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決

二
件
と
議
案
二
件
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
政
令
並
び
に
省
令
が

そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
町
税
条
例
に
関
連
す
る
部

分
に
つ
い
て
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
七
年

松
茂
町
税
条
例
等
の　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
六
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）(

所
管
分
）

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴

う
徳
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

Ｑ

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）
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既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
千
七
百
三
十
三

万
五
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億
二

千
三
百
三
十
二
万
七
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳

入
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

及
び
公
共
下
水
道
事
業
債
の
確
定

に
よ
る
減
額
で
、
歳
出
で
は
各
種

事
務
・
事
業
を
実
施
し
た
結
果
の

不
用
額
を
減
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

○
主
な
質
疑
事
項

公
共
下
水
道
事
業
債
は
何
年
で

償
還
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
十
年
で
償
還
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
事

務
事
業
の
確
定
に
よ
り
、
資
本
的

収
入
の
既
定
の
総
額
か
ら
一
千
二

百
五
十
八
万
七
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
三
億
六
千
三
十

五
万
二
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出

の
既
定
の
総
額
か
ら
一
千
万
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
四
億

八
千
四
百
六
十
万
九
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
衛
生
使
用
料

で
四
十
六
万
円
の
増
額
補
正
は
、

豊
久
墓
地
で
二
区
画
の
返
還
が
あ

り
改
め
て
募
集
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
墓
地
使
用
料
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。
農
林
水
産
業
費
県
補
助

金
で
二
百
八
十
六
万
円
の
増
額
補

正
は
、
歳
出
の
農
業
振
興
費
に
充

当
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
清
掃
総
務
費

で
十
一
万
四
千
円
の
増
額
補
正
は
、

豊
久
墓
地
一
区
画
分
の
返
還
金
で

す
。
農
業
振
興
費
で
二
百
八
十
六

万
円
の
増
額
補
正
は
、
国
庫
補
助

事
業
の
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補

助
金
で
、
地
域
の
中
心
経
営
体
等

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
農
業
経

営
規
模
拡
大
の
た
め
の
施
設
増
築

や
機
械
購
入
に
対
し
、
事
業
費
の

十
分
の
三
以
内
で
三
百
万
円
を
上

限
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

四
戸
の
担
い
手
農
業
者
に
対
し
、

芋
掘
り
機
購
入
な
ど
に
補
助
す
る

予
定
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金

で
の
芋
掘
り
機
な
ど
の
購
入
補

助
金
は
、
二
台
目
の
購
入
の
場

合
で
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

す
か
。

こ
の
補
助
金
は
、
事
業
計
画
の

提
出
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
二

台
目
の
購
入
は
事
業
計
画
の
内

容
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
上

水
道
拡
張
第
二
期
事
業
の
継
続
費

の
総
額
及
び
平
成
二
十
八
年
度
の

年
割
額
を
三
千
二
百
十
五
万
三
千

円
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

本
町
も
同
様
な
圧
着
す
る
ハ
ガ

キ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
た
と
こ
ろ
不
具
合
は
あ

り
ま
せ
ん
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

一
森　

敬
司

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決

三
件
と
議
案
二
件
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・

事
業
の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正

と
執
行
残
に
よ
る
不
用
額
を
減
額

補
正
し
た
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

町
営
住
宅
使
用
料
の
減
額
は
、

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の

で
す
か
。

最
近
は
空
室
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
使
用
料
収
入
の
減

額
の
理
由
で
あ
り
ま
す
。

ＡＡ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

平
成
二
十
六
年
度
松
茂

町
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
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及
び
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
附

則
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

こ
の
た
び
の
改
正
で
、
ど
の
く

ら
い
税
収
が
増
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

国
民
健
康
保
険
税
の
上
限
が
八

十
一
万
円
か
ら
八
十
五
万
円
に

上
が
り
ま
す
の
で
、
税
収
と
し

て
は
少
し
増
額
の
見
込
み
で
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

公
布
さ
れ
平
成
二
十
七
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・

事
業
の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正

と
執
行
残
に
よ
る
不
用
額
を
減
額

補
正
し
た
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

予
防
費
委
託
料
の
減
額
は
ど
う

い
う
理
由
で
す
か
。

委
託
料
に
は
予
防
接
種
と
検
診

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
の

件
数
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

体
育
館
使
用
料
の
減
額
は
ど
う

い
う
理
由
で
す
か
。

大
口
の
利
用
が
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会

費
で
二
十
四
万
三
千
円
の
増
額
補

正
は
、
外
国
人
居
住
費
補
助
金
で

す
。
操
出
金
で
二
十
万
円
の
増
額

補
正
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

繰
り
出
す
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

外
国
人
住
居
費
補
助
金
の
増
額

は
ど
う
い
う
理
由
で
す
か
。

現
在
の
外
国
人
講
師
は
持
ち

家
で
居
住
費
補
助
金
が
不
用

で
し
た
が
七
月
で
退
職
す
る
た

め
、
後
任
の
外
国
人
講
師
の
た

め
予
算
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
十
億
三
千
六
十
五
万
四
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
補
正
の
財
源

と
し
て
一
般
会
計
繰
入
金
を
二
十

万
円
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
一
般
管
理
費
で
、
介
護

保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
二
十
万
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤　

富
男

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決

四
件
と
議
案
二
件
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
、
平
成
二
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
保
健
事
業
の
規
定
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
と
軽
減

判
定
所
得
を
引
き
上
げ
る
見
直
し

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ

る
過
料
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

松
茂
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

松
茂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
二
十
六
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）(

所
管
分
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
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残
暑
厳
し
い
夏
も
終
わ
り
、
実

り
の
秋
の
便
り
が
や
て
き
た
こ
の

頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

９
月
は
防
災
月
間
で
す
。

　

議
会
も
地
震
津
波
対
策
を
中
心

に
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
問
題
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
七
月
に
台
風
十
一
号
が
四
国
に

上
陸
し
、
本
町
で
も
農
産
物
を
中

心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
ま
す
。
平
常
時
の
内
に

非
常
持
出
品
の
準
備
や
住
ま
い
の

安
全
点
検

等
を
心
が

け
て
い
た

だ
け
れ
ば

と
思
い
ま

す
。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

佐
藤
道
昭

副
委
員
長　

原
田
幹
夫

委
員　

佐
藤
禎
宏

委
員　

板
東
絹
代

委
員　

鎌
田
寛
司

　

七
月
二
十
二
日
海
部
郡
美
波
町

の
日
和
佐
公
民
館
で
徳
島
県
町
村

議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
平
成
二

十
七
年
度
前
期
徳
島
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で

あ
り
、
多
く
の
町
村
で
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
市
町
村

を
前
期
と
後
期
に
分
け
て
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
期
の
対
象
町
村
は
、
勝
浦
町
、

佐
那
河
内
村
、
那
賀
町
、
牟
岐
町
、

美
波
町
、
海
陽
町
、
松
茂
町
、
北

島
町
の
八
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
潟
県
立
大
学
国
際
地
域
学
科

の
田
口
一
博
准
教
授
が
「
地
方
創

生
と
議
会
」、「
町
村
議
員
が
知
っ

て
お
き
た
い
危
機
管
理
」
と
題
し

て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

前
期
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

平
成
二
十
七
年
度

前
期
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会


